








(1) 典型的所有を表す「所有者には所有物がある」という文の所有者につく助詞「には」は 5 歳 9 ヶ月ごろに
使うことができる。(2) 人が物を手に持ったり身に着けたりしていないが、物を所有している場面で、典型的














































告されている (Brown 1973, Tomasello 1992, 松藤 1994, 
等）。英語では、限定表現と叙述表現（T 児の発話例：
Mommy’s shirt (1;5), Daddy have this wallet. (1;7) など
Tomasello (1992)）が使われる ((  ;  ) は ( 歳 ; 月 ) を表し、
例えば（1;5）は 1 歳 5 カ月を示す )。日本語では限定表現 (C
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（松藤 2015）を示す。4 節では、3 節では観察されなかっ
た点を確認するために行った調査の方法や結果を示す。5












a. The possessor is a human being.
b. The possessed is an inanimate entity, usually a
　 concrete physical object of value.
c. The possessor has the exclusive rights to make use
　 of the possessed.
d. The possessed is located in the proximity of the
　 possessor.
e. The possession relation is long term.







　　　　　　　　　　　　　　　　( 庵 , 他 2012:36-37)
本論文では、(2e)(2f) のように、所有者は「人」、所有物
は外車のような「具体的物体」である所有文を扱う。所有




いる」「人に NP がある」「人は NP がある」)。










(3) a. 人には NP がある
 b. 人には NP がある＋α（前文を発話する理由が推察
　できる文）
 c. 人は NP を持っている
(3) の具体例は (4) のような文である（松藤 2017: (4) の自


















2017: 小型 55.00%< 大型 65.62%)。
注意すべき点は、(3a) は、所有物が具体的物体よりも抽
象的属性（例：「才能」「情熱」など）であるほうが典型的






松藤 (2015) では、口頭言語のデータベース CHILDES
（チャイルズ、Child Language Data Exchange System）
から日本語児２人の発話データを CLAN(Computerized 
Language Analysis) プログラムの KWAL(Key Word and 
Line) コマンドで特定の単語を探し分析した（MacWhinney 
2000, 宮田 編 2004）。一人は野地 (1973-1977) に基づく S
児（0;0-6;11）のデータで、もう一人は、MiiPro コーパス























































1904:259, Stassen 2009:433(3a)), 「佐藤さんは高級外車が
あっていいわね」)。
S 児とＮ児によって所有者が表されている所有文と S 児
とＮ児によって場所が表されている存在文を対象に、どの
ように格助詞が使われているかを調べた。その結果をまと
めたものが Table 1 である。
Table 1.   「ある」を含む所有文 / 存在文の格助詞の使わ
れ方（松藤 2015:38）
所有文 存在文
S 児 N 児 S 児 N 児
該当する発話文数(100%) 28(100%) 10(100%) 239(100%) 36(100%)
に  1(3.6%)  0(0%) 189(79%) 29(80.6%)
には  0(0%)  0(0%)   1(0.4%)  1(2.8%)
は  6(21.4%)  2(20%)   0(0%)  0(0%)
その他  2(7%)  3(30%)  11(4.6%)  3(8.3%)
格助詞なし 19(68%)  5(50%)  38(16%)  3(8.3%)
「ある」を含む文の使用では、所有文より存在文のほう
が多く発話されている（S 児 : 所有文 28 vs. 存在文 239, N 児 :











るんじゃね (S 児 2;10)　  　　　（松藤 2015：38）
(8) 存在文：a. たくちゃん　あめちゃん　もっていたの　
どこに　あるの（S 児 2;4）b. あそこに　ある（S 児 2;4）c. も
のさし、てっぽう　売ってるとこに　こま　あるんじゃね 








はたくさんインクがあるね’ (S 児 2;8) おかあちゃん　おん
なでもねえ　あかとしろの　ぼうしが　あるんよ (S 児 5;0)
こっちは　もう　ヌットラが　あるんじゃない ? ‘私たち
にはもうドラゴンヌットラがあるんじゃない？’ (N 児 4;6)　
所有物につく「が」に関しては、S 児 2 歳 9 ヵ月から、
N 児 3 歳 0 ヵ月から観察できた。
その発話例が (11) である。
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(11) ぼく　おねつが　ある (S 児 2;9) （松藤 2015: 40）これ　
ちんが  あるんです ‘N 児（仮想のぼく）にはちんちんが
あるんです’(3;0)　　　　　　　　　　　（松藤 2015: 37）
所有物として本論文で焦点を当てている具体的物体に関














(13) N 児 ：きてぃちゃん　なに　もってんの？ (2;4) ほら
これ　もってんの (2;4) これ　おててで　もってる (2;11)           
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松藤 2015:41）
(12a) は、目の前で物が携帯されていることを S 児が表
現した発話例、(12b) は、目の前で起こっている出来事で
はなく、友達が過去に物を携帯していたことを思い出して









































4.   調　　査
４．１　調査の方法
(15) を明らかにするために、保育園で所有文を引き出す










物 A を持っていて、所有者２が所有者 B を持っています」
が４例、所有者は人形（男子２体、女子２体）、所有物は











































































　　　Fig.2  (19) の１）で被験児に提示した場面





















験児を Table 2 のようなグループに分け、まず、「ある」
または「持っている」が使われたシナリオで、被験児がど
のような動詞をどの程度の割合で使ったかを整理したもの





























Table 5 と Table 6 は「ある」または「持っている」が
使われたシナリオで、被験児が所有者に対してどのような
格助詞をどの程度の割合で使ったかを整理したものである








持ってる ある 動作動詞 状態動詞 なし
A  0 81.25 12.50  0  6.25
B 15 27.50  1.25  0 56.25
C 26.56 29.68  0  0 43.75
D  4.69  4.69  0  4.69 85.98
Table 4.「持っている」文が使われた状況説明後、被験
児が使った動詞の割合（％）
持ってる ある 動作動詞 状態動詞 なし
A 81.25  6.25 12.50  0  0
B 41.25  0  5  0 53.75
C 48.43  6.25  1.56  1.56 42.18
D 15.62  0  0  3.13 81.25
Table 2. 被験児のグループ分け
A 6 歳台  2 人
B 5 歳台 10 人
C 4 歳台  8 人
D 2 歳 8 ヶ月～ 3 歳台  8 人
Table 5.「ある」文が使われた状況説明において、被験
児が使った所有者につく格助詞の割合（％）
には は が に なし
A 87.50 12.50  0  0  0
B 15 38.75 13.75  0 32.50
C 17.18 53.13 1.56  0 28.13
D  4.69  9.38  0  0 85.93
Table 6.「持っている」文が使われた状況説明での被験
児が使った所有者につく格助詞の割合（％）
には は が に なし
A 18.75 81.25  0  0  0
B  0 58.75 13.75  0 27.50
C  6.25 57.81 12.50  0 23.44
D  3.13 10.94  0  0 85.94
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かったと思われる H 児 (3;3) と K 児 (3;3) の発話文である。















































































少の T 児 (5;6) の発話文である。(22b)(22c) は「ある」文の
「には」をまねずに「は」を使ったり、「ある」をまねずに




αグループ 　３ (5;9) (5;6)(6;0)(6;1)
βグループ 　７ (4;9) (4;2)-(5;9)
γグループ １８ (4;1) (2;8)-(5;7)
Table 8. 「持っている」文の調査結果
人数 平均年齢 内訳または年齢幅
αグループ 　９ (5;1) (4;2)-(6;1)
βグループ 　１ (4;7) (4;7)
γグループ １８ (4;2) (2;8)-(5;9)
25
は同様だが存在を表す文が所有文より早く多く発話され


























(26) OP(MAPPING): UNIFUNCTIONALITY: if you 
discover that a linguistic form expresses two closely 
related but distinguishable Notions, use available means 
in your language to distinctly mark the two Notions.
(Slobin 1985:1228)
(24a) から (24b) の過程は、Slobin(1985) の (26) に述べた
ような「子どもは形と意味の結びつきにおいて、1 対１の
結びつきを好む」という原則に基づくと考えられる。(26)
の OP とは、Operating Principle の略語（動作［操作・
作動］原理）で、言語を構築するための手続きのことである。


































5 歳 9 ヶ月ごろまでには使うことができるようにな
る。
b. 人が物を手に持ったり身に着けていないが、物を所








５.   考　　察
これまでにみてきた自然発話資料と調査資料の分析結果
をまとめると (24)(25) になり、a,b,c はその順で観察された。
(24) a. NP1｛に/には｝NP2がある--- 存在 [場所に物がある]
b. NP1 は NP2 がある --- 非典型的所有関係 [ 生物とそ
の属性の関係 , NP1 と NP2 の関係性 ]
c. NP １｛は / には｝NP2 がある --- 非典型的・典型的
所有関係
# 「NP1 に NP2 がある」は観察されなかった。
(25) a. NP1｛が / は｝NP2 を持っている --- 携帯 [ 人間が
物を携帯している ]






























所有者につく助詞「には」は 5 歳 9 ヶ月ごろには使うこと
ができるようになる。二つめは人が物を手に持ったり身に
着けたりしていないが、物を所有している場面で、典型的











びつきにおいて、1 対１の結びつきを好む」(Slobin 1973, 
1985) という言語獲得原理、 (iii) 獲得過程の中間段階の文
法の特徴が大人の文法の特徴に影響を与えるという普遍文
法の動的な内部構成 (Kajita 1977, 1997) が関与しているこ
とを議論した。
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(27) If the grammar of a language L at stage i, G(L, i), 
has property P, then the grammar of the language at 
the next stage, G(L, i+1), may have property P’. 
(Kajita 2002:161)
(28) If, in G(L,i), meaning M’ is associated with form F’ 
and meaning M, which is closely related to M’, is not 
associated with any form, then M may be associated 
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２）Table 3 から Table 6 において、例えば動詞「ある」
が使われているかの割合を出す場合は、（「ある」動詞が
一文に）２個×（調査文 (16) 中に）４文×（Table2 か
ら A グループに）２人で合計 16 個、を 100% とし、そ
のうち「ある」が 13 回使われたので 82.15% となる。
























が を なし 他（で）
A 100  0  0  0
B  27.50 12.50 57.50  2.50
C  12.50  9.34 78.13  0
D   3.13  0 96.88  0
Table 10. 「持っている」文の所有物につく格助詞の割合（％）
が を なし 他（で）
A 12.50 68.75 18.75  0
B  0 40 57.50  2.50
C  0 28.13 71.88  0
D  1.56  1.56 96.88  0
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The Acquisition of Possessive Sentences in Japanese
Shigeko MATSUFUJI
Laboratory of the English Language Nippon Veterinary and Life Science University
Abstract
This study examines the developmental sequence of the acquisition of Japanese possessive sentences 
based on cross-sectional experimental data from 28 Japanese-speaking children aged two years and 
eight months to six years and one month. Typical Japanese possession can be characterized by the 
following independent properties: The possessor is a human being; the possessed is an inanimate 
entity, usually a concrete physical object of value; the possessor has the exclusive right to use the 
possessed; the possessed is located near the possessor; and the possessive relation is long term. At 
least two constructions can express this relationship: X {ni/wa/niwa } Y ga  aru‘X｛a locative and/or 
topical particle or particles｝Y a nominative particle be ’; and X {wa/ga } Y o  motteiru‘X｛a topical or 
nominative particle｝ Y an accusative particle have .’ Our findings are as follows:
1) Children can attach the particles niwa to the possessor NP in a typical possessive sentence at around 
five years and nine months.
2) Children can produce the verb motteru (a colloquial form of motteiru ) in typical possessive sentences 
around five years and one month.
3) Four- or five-year-old children tend to use the verb motteru  more than aru  when they hear and 
imitate the possessive structure containing aru , while adults don’t usually do so. 
4) Four- or five-year-old children tend to use the possessor NP-wa or the possessor NP only (or the 
particle is omitted, which is different from adult usage) more than the possessor NP-niwa , when they 
hear and imitate the possessive structure: the possessor NP-niwa the possessed NP-ga aru . 
Some characteristics are attested in the course of the development of Japanese language based on both 
this experimental study and Matsufuji’s study (2015) which used naturalistic data. We argue that the 
acquisition of the concept of possession, a one-to-one mapping of form and meaning (Slobin 1973, 1985) and 
dynamic principles or developmental principles sensitive to the present grammar (Kajita 1977, 1997) can 
underlie the acquisition of possessive sentences in Japanese. 
Key words: Possessive Sentences in Japanese, Child Language Acquisition, Dynamic Theories of 
Language
Bull. Nippon Vet. Life Sci. Univ., 67, 18-29, 2018.
日本語の所有文の獲得について *
